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背景
胚と胚膜の機能分化には、節足動物内で明らかな進化

的変遷のあることが知られている。甲殻類・鋏角類・多
足類において、漿膜は一時的背閉鎖のみならず、最終的
背閉鎖（背板形成）に参加する。すなわち、漿膜は胚膜
として機能したのち、胚の細胞と協力して体形成を行
う。すなわち、これらの節足動物において、漿膜は胚分
化能をもつ。一方、六脚類における漿膜は一時的背閉鎖
としてのみ機能し、最終的背閉鎖の進行に伴い退化す
る。すなわち、六脚類は、多足類・甲殻類よりも胚と胚
膜の機能分化の進化的変遷の観点からは一歩進んでお
り、漿膜は胚分化能を失っていると理解できる。
本研究の材料であるカマアシムシ目は、節状尾節、増

節変態などの際立った祖先的形態形質を保持しているこ
とから、六脚類の最ベーサルクレードと考えられてき
た。六脚類における胚膜のグラウンドプランとその進化
的変遷を考察する上で、六脚類の最ベーサルクレードと
目されるカマアシムシ目における知見は非常に重要であ
る。今回、サイコクカマアシムシBaculentulusdensus
（Imadaté）の胚膜の発生について詳細に検討したので、
報告する。

結果および考察
サイコクカマアシムシの胚膜の発生を詳細に検討した

結果、以下の点が明らかとなった。サイコクカマアシム
シにおいて、１）羊膜は分化せず、胚膜は漿膜のみから
なる。２）胚の頭端、尾端に挟まれた漿膜の一部は肥厚
を開始し、一次背器が分化する。３）漿膜細胞は胚の細
胞と同様に有糸分裂で増殖する。４）漿膜は胚分化能を
保持しており、最終的に退化することなく背閉鎖に参加
し背板に分化する。
サイコクカマアシムシの漿膜は、他の六脚類と異な

り、分化後も分裂能を有し、最終的背閉鎖に際しては胚
分化能を有していた。このことは、カマアシムシ目にお
ける胚と胚膜の機能分化が、甲殻類・多足類の漿膜と同
様の原始的な状態を留めていることを示している。これ
まで、比較発生学的な立場から、「六脚類」は漿膜の胚
分化能を放棄していると理解されてきた。ここにおい
て、六脚類であるカマアシムシ目で漿膜の胚分化能が見
出されたことは非常に重要な意味をもつ。すなわち、
「六脚類」の理解の再検討が必要である。

今後は、透過型電子顕微鏡観察を中心とした詳細な観
察をさらに進めることにより、六脚類各群および甲殻
類・多足類との比較検討、六脚類のグラウンドプランの
再構築を目指す。
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